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▼
通
常
炉
発
電
炉
の
廃
止
措
置
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

　

わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
約
30
年
に
わ
た
る
関
係
者
の
検
討
の
積

み
重
ね
に
よ
り
、
発
電
炉
廃
止
措
置
の
順
調
な
実
施
に
向
け
た
準
備

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
先
月
11
日
、
「
21
世
紀
に
お
け
る
廃
止
措
置

の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
＝
石
榑
顕
吉
・

東
京
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
「
原
子
力
発
電
所
廃
止
措
置
技
術
セ

ミ
ナ
ー
・
わ
が
国
の
30
年
間
の
蓄
積
」
を
事
務
局
の
弊
研
究
所
（
エ

ネ
総
研
）
が
開
催
し
、
通
常
の
発
電
炉
廃
止
措
置
に
つ
い
て
わ
が
国

が
ど
の
よ
う
に
準
備
し
、
ま
た
そ
の
成
果
を
蓄
積
し
て
き
た
の
か
を

改
め
て
見
直
す
機
会
を
提
供
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
次
の
５
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
１
＝
「
廃
止
措
置
に
係
る
わ
が
国
の
30
年
間
の
蓄
積
」
石
榑

顕
吉
・
前
出
、
講
演
２
＝
「
国
内
外
に
お
け
る
発
電
炉
原
子
炉
の
廃

止
措
置
の
経
験
と
最
近
の
特
徴
」
筆
者
（
エ
ネ
総
研 
石
倉
）
、
講
演

３
＝
「
廃
止
措
置
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
」
柳
原
敏
・
福
井
大
学
附

属
国
際
原
子
力
工
学
研
究
所
客
員
教
授
、
講
演
４
＝
「
廃
止
措
置
工

事
の
実
施
計
画
」
鳥
居
和
敬
・
清
水
建
設
原
子
力
・
火
力
本
部
計
画

部
副
部
長
、
講
演
５
＝
「
国
内
の
発
電
炉
廃
止
措
置
と
最
近
の
課
題
」

山
内
豊
明
・
日
本
原
子
力
発
電
執
行
役
員
・
廃
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
室
室
長
。
本
稿
で
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー
を
概
観
し
つ
つ
、
わ
が
国
の

通
常
炉
廃
止
措
置
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　
▼
廃
止
措
置
規
則
・
技
術
の
準
備
状
況

　

（
１
）
廃
止
措
置
の
法
規
制

　

発
電
炉
の
廃
止
措
置
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
が
策
定
さ
れ
た
当
初

の
957
年
か
ら
、
廃
止
措
置
計
画
書
を
解
体
着
手
の
30
日
前
に
提
出
す

る
―
と
定
め
ら
れ
、
発
電
炉
の
廃
止
措
置
が
本
格
化
す
る
直
前
の
05
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年
と
、
福
島
第
一
原
子
力
事
故
後
の
12
年
に
同
法
が
改
正
さ
れ
た
。

05
年
の
改
正
で
は
、
廃
止
措
置
計
画
書
の
認
可
制
度
、
炉
心
か
ら
の

燃
料
体
の
取
り
出
し
後
か
ら
の
廃
止
措
置
の
開
始
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

制
度
な
ど
が
導
入
さ
れ
た
。
12
年
の
改
正
で
は
、
運
転
期
間
の
原
則

40
年
、
規
制
庁
の
一
本
化
、
福
一
事
故
後
の
改
正
規
制
法
の
発
電
炉

へ
の
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
な
ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

（
２
）
廃
止
措
置
技
術
の
準
備
と
廃
止
措
置
の
実
施
状
況

　

わ
が
国
で
は
、
980
年
に
動
力
試
験
炉
（
Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ｒ
）
の
廃
止
措
置

技
術
開
発
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
経
産
省
の
総
合
資
エ
調
原
子
力
部

会
廃
止
措
置
小
委
員
会
で
廃
止
措
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
検
討
に
よ
り
「
商
業
用
原
子
力
発
電
施
設
の
廃
止
措

置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
し
て
985
年
に
わ
が
国
廃
止
措
置
の
基
本

方
針
が
集
約
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
旧
原
子
力
発
電
技
術

機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
お
い
て
実
用
発
電
用
廃
炉
設
備
確
証
が
行

わ
れ
、
切
断
・
解
体
・
除
染
な
ど
廃
止
措
置
工
事
に
必
要
な
主
要
設

備
の
実
規
模
の
性
能
試
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、

そ
の
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
発
電
炉
大
型
解
体
工
事
な
ど
の
経
験
で

さ
ら
に
改
善
が
進
め
ら
れ
た
。
一
方
で
こ
の
間
、
欧
米
で
は
10
例
以

上
の
廃
止
措
置
が
実
施
さ
れ
、
廃
止
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
技
術

は
着
実
に
確
立
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
わ
が
国
で
は
、
日
本
原
子
力

発
電
・
東
海
発
電
所
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
「
ふ
げ
ん
」
、

中
部
電
力
・
浜
岡
１
、
２
号
機
の
廃
止
措
置
が
進
捗
中
で
、
い
ず
れ

も
985
年
に
示
さ
れ
た
廃
止
措
置
の
あ
り
方
と
そ
の
後
の
改
正
に
準
拠

し
、
30
年
以
内
に
解
体
撤
去
を
完
了
す
る
と
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

▼
福
一
事
故
に
よ
る
発
電
炉
廃
止
措
置
へ
の
影
響

　

（
１
）
再
稼
働
へ
向
け
た
動
き
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現
在
、
各
電
気
事
業
者
は
改
正
さ
れ
た
炉
規
法
、
省
令
の
基
準
へ

の
適
合
性
を
検
討
し
、
運
転
中
の
各
発
電
炉
を
再
稼
働
す
る
か
最
終

停
止
す
る
か
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
７
月
現
在
で
比
較
的
運

転
年
数
が
長
い
日
本
原
電
・
東
海
第
二
（
１
１
０
万
㎾
、
運
開
後
35
年
）

を
含
む
19
基
が
再
稼
働
の
認
可
を
申
請
し
て
お
り
、
今
後
の
原
子
力

規
制
委
員
会
に
よ
る
審
査
と
電
気
事
業
者
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。

　

（
２
）
廃
止
措
置
工
程
の
前
倒
し

　

福
一
事
故
以
前
に
は
、
長
い
運
転
年
数
の
発
電
炉
は
高
経
年
化
技

術
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
後
の
十
数
年
は
運
転
継
続
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
廃
止
措
置
の
計
画
立
案
と
実
施
を
短
期

間
の
う
ち
に
準
備
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
福
一
事

故
以
後
は
、
実
施
済
み
の
高
経
年
化
評
価
の
見
直
し
も
再
稼
働
要
件

と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
再
稼
働
に
向
け
た
申
請
を
行
っ
て
い
な
い

発
電
炉
に
つ
い
て
、
も
し
、
廃
止
措
置
が
選
択
さ
れ
た
場
合
は
、
廃

止
措
置
計
画
の
立
案
に
必
要
な
デ
ー
タ
（
廃
止
措
置
時
の
放
射
能
イ

ン
ベ
ン
ト
リ
ー
の
把
握
な
ど
）
、
廃
止
措
置
計
画
立
案
・
実
施
に
必

要
な
人
材
、
使
用
済
燃
料
の
搬
出
先
確
保
、
放
射
性
解
体
廃
棄
物
処

分
計
画
の
具
体
化
な
ど
の
早
急
な
準
備
が
必
要
に
な
る
。

　

▼
国
外
の
廃
止
措
置
動
向

　

世
界
で
は
、
発
電
炉
の
１
５
０
基
が
す
で
に
最
終
停
止
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
、
米
国
、
英
国
、
ド
イ
ツ
が
各
約
30
基
、
フ
ラ
ン
ス
、
日

本
が
各
約
10
基
で
あ
る
。
以
下
、
国
ご
と
に
現
況
を
紹
介
す
る
。

　

（
１
）
米
国

　

米
国
で
は
19
基
の
発
電
炉
が
最
終
停
止
し
、
こ
の
う
ち
12
基
が
す

で
に
廃
止
措
置
を
終
了
し
、
敷
地
解
放
を
完
了
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
炉
は
、
最
終
停
止
後
早
い
段
階
で
、
燃
料
体
取
り
出
し
、
解
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体
、
除
染
、
廃
棄
物
処
理
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く

の
発
電
炉
が
終
了
し
た
経
験
は
他
に
は
ド
イ
ツ
に
小
型
炉
３
基
が
あ

る
が
、
大
型
炉
を
含
む
同
様
の
経
験
は
後
続
の
廃
止
措
置
の
先
例
に

な
っ
て
い
る
。
最
近
の
ザ
イ
オ
ン
１
、
２
号
機
廃
止
措
置
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
解
体
技
術
に
は
、
原
子
炉
と
炉
内
構
造
物
の
切
断
へ
の

機
械
切
断
法
の
適
用
、
系
統
除
染
に
は
二
次
生
成
物
が
少
な
い
酸
化
・

還
元
溶
解
プ
ロ
セ
ス
の
適
用
な
ど
、
世
界
の
発
電
炉
廃
止
措
置
の
最

近
の
方
法
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

米
国
に
お
け
る
廃
止
措
置
の
１
つ
の
特
徴
と
し
て
、
燃
料
プ
ー
ル

の
隔
離
法
が
あ
る
。
使
用
済
燃
料
の
取
り
扱
い
が
安
全
上
非
常
に
重

要
で
あ
る
た
め
、
プ
ー
ル
の
補
給
水
、
冷
却
設
備
、
電
源
な
ど
を
運

転
時
と
切
り
離
し
、
廃
止
措
置
用
の
専
用
設
備
を
追
設
す
る
方
式
で

あ
る
。
欧
州
や
日
本
で
は
、
運
転
中
の
設
備
を
継
続
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
他
の
設
備
と
独
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
他
の
廃

止
措
置
工
事
と
の
干
渉
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
特
徴
が
あ
る
。

　

放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
低
・
中
レ
ベ
ル
の
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
場
は
整
備
さ
れ
操
業
さ
れ
て
い
る
が
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
（
使
用
済
み
燃
料
な
ど
）
に
つ
い
て
は
所
管
の
Ｄ
Ｏ
Ｅ

が
処
分
場
を
決
定
し
て
お
ら
ず
、
サ
イ
ト
内
や
隣
接
地
に
設
置
し
た

乾
式
の
使
用
済
燃
料
独
立
貯
蔵
施
設
に
安
全
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

（
２
）
欧
州
（
仏
、
英
、
独
）

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
事
業
者
Ｅ
Ｄ
Ｆ
が
00
年
に
第
一
世
代
発
電
炉
９

基
を
対
象
に
、
そ
れ
ま
で
の
長
期
安
全
貯
蔵
方
式
か
ら
早
期
解
体
方

式
に
方
針
変
更
し
た
。
Ｅ
Ｄ
Ｆ
内
に
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
解
体
・
環
境
工

学
セ
ン
タ
ー
）
を
設
置
し
、
廃
止
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る
。
廃
止
措

置
中
発
電
炉
の
唯
一
の
軽
水
炉
シ
ョ
ー
Ａ
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
は
蒸
気
発
生

器
の
一
体
撤
去
な
ど
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。
ガ
ス
炉
６
基
の
廃
止
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措
置
は
、
減
速
材
の
黒
鉛
の
処
分
法
が
未
定
な
ど
の
た
め
、
進
捗
に

や
や
遅
れ
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
高
レ
ベ
ル
処
分
場
を
建
設
す
る
Ｃ

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
計
画
で
は
、
国
民
の
意
見
を
聞
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ィ
ベ
ー

ト
が
昨
年
行
わ
れ
、
当
初
は
反
対
派
に
よ
る
妨
害
で
集
会
が
中
止
さ

れ
た
。
し
か
し
、
並
行
し
て
行
わ
れ
た
国
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
で
は
、
賛
成
が
74
％
と
多
く
、
結
果
と
し
て
、
高
レ
ベ
ル
廃

棄
物
処
分
場
の
建
設
計
画
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
局
か
ら
承
認
さ
れ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
英
国
廃
止
措
置
機
関
Ｎ
Ｄ
Ａ
が
す
べ
て
の
マ
グ

ノ
ッ
ク
ス
炉
（
27
基
）
に
遅
延
解
体
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の

方
式
は
原
子
炉
ま
わ
り
の
解
体
を
60
～
80
年
程
度
遅
ら
せ
て
廃
棄
物

発
生
時
期
を
後
ろ
倒
し
に
し
、
解
体
作
業
者
の
被
ば
く
と
発
生
廃
棄

物
を
低
減
す
る
狙
い
で
あ
る
。
現
在
、
最
終
停
止
し
た
マ
グ
ノ
ッ
ク

ス
は
、
長
期
安
全
貯
蔵
準
備
中
ま
た
は
安
全
貯
蔵
中
で
あ
り
、
低
レ

ベ
ル
の
解
体
廃
棄
物
の
一
部
は
サ
イ
ト
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
福
一
事
故
直
後
に
、
運
転
中
の
古
い
発
電
炉
８
基

が
運
転
認
可
を
取
り
消
さ
れ
、
残
り
の
９
基
も
22
年
ま
で
に
段
階
的

に
停
止
す
る
こ
と
を
政
府
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
高
レ
ベ
ル
最
終
処

分
場
と
し
て
準
備
中
で
あ
っ
た
ゴ
ア
レ
ー
ベ
ン
で
は
工
事
が
中
断
さ

れ
、
よ
り
適
切
な
候
補
地
を
調
査
す
る
こ
と
を
国
が
決
定
し
た
た
め
、

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
分
場
計
画
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。

▼ 

わ
が
国
の
廃
止
措
置
の
今
後
の
課
題

　

（
１
） 

燃
料
体
と
廃
棄
物
の
貯
蔵
処
分

　

当
面
の
課
題
は
、
使
用
済
燃
料
、
解
体
廃
棄
物
の
貯
蔵
・
処
分
先

が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
解
体
や
除
染
で
発
生
す
る
廃
棄

物
の
処
分
先
が
具
体
化
さ
れ
て
な
け
れ
ば
、
工
事
に
着
手
で
き
な
い
。

　

ま
ず
、
使
用
済
燃
料
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
電
気
事
業
者
が
中
間
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貯
蔵
設
備
を
建
設
中
だ
が
、
搬
出
先
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
炉
心

外
で
の
貯
蔵
と
な
る
。
同
一
サ
イ
ト
で
の
燃
料
プ
ー
ル
の
受
け
入
れ

容
量
が
不
十
分
な
場
合
、
米
国
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
燃
料
プ
ー

ル
を
隔
離
す
る
こ
と
も
含
め
、
サ
イ
ト
内
で
の
貯
蔵
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
解
体
廃
棄
物
の
処
分
先
の
具
体
化
が
急
務
で
あ
る
。
余

裕
深
度
処
分
（
レ
ベ
ル
１
）
は
規
制
基
準
が
未
だ
な
く
、
ピ
ッ
ト
処

分
（
同
２
）
は
運
転
中
商
業
炉
廃
棄
物
の
埋
設
の
み
実
績
が
あ
る
が
、

廃
止
措
置
用
の
受
け
入
れ
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ト
レ
ン
チ
処
分
（
同

３
）
は
研
究
炉
用
埋
設
設
備
の
実
績
を
踏
ま
え
た
発
電
所
敷
地
ま
た

は
隣
接
地
に
ト
レ
ン
チ
処
分
場
を
建
設
す
る
構
想
も
あ
る
が
、
大
量

に
発
生
す
る
廃
棄
物
の
処
置
の
具
体
化
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

（
２
） 

人
材

　

発
電
炉
の
廃
止
措
置
の
実
施
に
は
、
運
転
時
と
は
異
な
る
相
当
な

人
数
の
従
事
者
が
長
期
間
に
わ
た
り
必
要
と
な
り
、
教
育
研
修
な
ど

を
経
て
、
廃
止
措
置
を
実
施
で
き
る
専
門
的
な
人
材
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
必
要
な
人
員
を
推
定
す

る
と
、
解
体
期
間
中
の
所
員
は
数
百
名(

下
請
け
含
む)

程
度
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
所
員
は
、
従
来
の
運
転
時
の
知
識
と
は
異
な
っ
た
解

体
な
ど
の
専
門
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
作
業
者
を
統
率
す

る
上
級
管
理
者
は
、
実
務
知
識
以
外
に
、
例
え
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
、
環
境
科
学
、
地
元
住
民
と
の
対
話
な
ど
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

　

（
３
） 

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
の
扱
い

　

わ
が
国
で
は
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
は
確
立
し
て
い
る
が
、
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
さ
れ
た
も
の
が
、
実
態
と
し
て
フ
リ
ー
リ
リ
ー
ス
さ
れ
ず
、

サ
イ
ト
に
滞
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
を
定
め
た

文
書
の
中
に
「
制
度
が
社
会
に
定
着
す
る
ま
で
事
業
者
が
把
握
・
記
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録
す
る
よ
う
求
め
る
」
の
付
言
が
あ
る
た
め
で
あ
り
、
「
社
会
に
定

着
し
た
か
の
判
断
」
が
明
確
で
な
い
。
す
で
に
一
部
が
ベ
ン
チ
な
ど

と
し
て
、
電
気
事
業
者
の
敷
地
内
な
ど
で
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

わ
が
国
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
検
認
は
国
際
的
に
み
て
も
同
じ
よ
う
に
放

射
能
と
し
て
扱
う
必
要
が
な
い
基
準(

年
間
10
μ
Sv)

で
確
認
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
よ
う
に
、
一
般
の
物
流
に
乗
せ
て
フ

リ
ー
リ
リ
ー
ス
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。　

　

（
４
） 

敷
地
解
放
基
準

　

廃
止
措
置
後
の
跡
地
を
解
放
す
る
た
め
の
敷
地
解
放
基
準
は
、
福

一
事
故
の
直
前
ま
で
国
（
旧
原
子
力
安
全
・
保
安
院
）
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
き
た
。
今
後
想
定
さ
れ
る
廃
止
措
置
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

早
急
に
基
準
値
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

（
５
） 

廃
止
措
置
費
用
の
見
直
し

　

廃
止
措
置
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
数
百
億
円
か
か
り
、
期
間

も
数
十
年
程
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
負
の
遺
産
を
次
世
代
に
先

送
り
す
る
こ
と
な
く
、
受
益
者
負
担
と
す
る
仕
組
み
と
し
て
987
年
に

制
度
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
00
年
の
見
直
し
で
は
、
廃
止
措
置
の
現

状
を
取
り
巻
く
変
化
に
照
ら
し
、
制
度
の
変
化
、
経
済
状
況
の
変
化
、

技
術
な
ど
が
変
化
し
た
時
点
で
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち

技
術
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
特
に
当
初
か
ら
相
当
な
進
捗
が
み
ら
れ

て
お
り
、
福
一
事
故
以
降
の
原
子
力
を
巡
る
社
会
的
状
況
の
変
化
な

ど
も
踏
ま
え
、
引
当
金
を
見
直
す
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）

　
　
　
　

　

石
倉　

武　

工
学
博
士
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
研
究
所
参
事
、
原
子
力
安
全
推

進
協
会
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
サ
ー
。
東
芝
に
て
Ｂ
Ｗ
Ｒ
水
処
理
・
水
化
学
、
旧
原

子
力
発
電
技
術
機
構
に
て
実
用
炉
廃
止
措
置
技
術
開
発
に
従
事
し
た
。
11
年
１
月
か

ら
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
「
放
射
性
廃
棄
物
管
理
技
術
委
員
会
」
の
日
本
代
表(

４
年
間)

。


